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審議会等の会議結果報告 

１ 会議名 平成３０年度第１回津市文化振興審議会 

２ 開催日時 
平成３０年８月６日（月） 

午前１０時から午前１１時４０分まで 

３ 開催場所 津市役所本庁舎 ４階庁議室 

４ 出席した者の氏名 

（津市文化振興審議会委員） 

伊藤寛司、内田秀哉、大原里歩、川合俊平、鈴木和子、田

端忠勝、錦 かよ子、野田啓子、橋本政成、濱野 章、水

谷てつ子、椋本千江、山田康彦、山本賢司、渡瀬容子 

（事務局） 

市長 前葉泰幸 

文化振興担当理事 南 勇二 

文化振興課長 梅本和嗣 

文化振興課調整・事業担当主幹 織田勝弘 

文化振興課主査 濱口 隆 

文化振興課主査 境 司 

５ 内容 

⑴ 委嘱式 

⑵ 市長あいさつ 

⑶ 審議会委員自己紹介 

⑷ 議事 

ア 会長、副会長の選出について 

イ 津市の文化振興計画について 

ウ 表彰について 

⑸ その他 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 

津市スポーツ文化振興部文化振興課 

電話番号 ０５９－２２９－３２５０ 

Ｅ-mail  229-3250@city.tsu.lg.jp 

 

議事の内容  別紙のとおり
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お待たせいたしました。定刻になりましたので、ただ今から、津市

文化振興審議会委員委嘱式並びに平成３０年度第１回審議会を開催さ

せていただきます。 

本日は、御多忙中にもかかわらず、御出席いただきまして誠にあり

がとうございます。 

私、本日、審議会の会長が選出されるまでの間、進行させていただ

きます文化振興課長の梅本と申します。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、早速ですが、お手元の事項書にございます事項の１、津

市文化振興審議会委員の委嘱式を執り行いたいと思います。 

これより、市長から皆様方に委嘱状を交付させていただきます。 

委員の皆様方におかれましては、市長が皆様の席に参りますので、

お名前を私が申し上げましたら、ご起立いただき、委嘱状をお受取り

下さいますようお願いします。 

お名前を申し上げる順番は、本日の席順に従い、５０音順とさせて

いただきます。 

お受け取りいただきましたらご着席くださいますようお願いしま

す。 

それでは、市長から委嘱状を交付させていただきます。 

市長、円卓内側へお進み願います。 

 

【市長から各文化振興審議会委員に委嘱状を手渡す】 

 

それでは、市長からごあいさつ申し上げます。 

 

おはようございます。 

平成３０年度第１回文化振興審議会に先立ち、この２年間の文化振

興審議会の委員を委嘱させていただきました。 

皆様方にはそれぞれの立場から文化活動に実際に携わっておられる

方々、そして、文化活動を生業とされている方々、文化を鑑賞する立

場の方々、そして何らかの形で文化に関わりを持っていらっしゃる

方々、それぞれの立場で津市の文化振興行政に対しまして様々なご支

援、ご協力のほどお願いを申し上げ、そしてどんどんご提案をいただ

ければと思っております。 

 文化というのは人々によって、人々の手によって育まれ、そして実

行されていく、実証されていくものであると思っておりますので、皆

さんでものを言って良いものを作り上げていくものだと思っておりま

すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 ２年前にお願いをしたときに、どんなことをお願いしたかというこ

とを振り返りながら、現在の状況を今後の２年間に向けて少しだけお

話しを申し上げたいと思います。 

 もちろん、文化功労賞とか文化奨励賞とか、こういうものの審査を

していただくことは毎年お願いをしていることでございますので、今

回もよろしくお願い申し上げたいわけでございますが。 

それに加えてと言いますか、現在の津市の文化に関わる状況の中

で、どういうことなのかなということを考えますと、１つは大きなイ

ベントと言うか、大きな我々としてのプロジェクトとして、久居の文

化会館の建設を始めたという状況がございます。 

 これは２年前に、まさに久居ホールというのを作るんだということ
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にあたって、どんなホールにしていくか、どのような使い方をしてい

くのか。 

そして、舞台なり、あるいは文化のそれぞれの関係の方々とどうい

うような関わりを持ちながらやっていくのかというようなことを、中

身を是非ご議論をお願いしますと申し上げました。 

結果として、ほぼほぼ方向性が見えてきたように思っております。 

と言うのは、新しい劇場法に基づく新しいホールでございますの

で、今までの他の津市におけるお城ホール、安濃のハーモニーホー

ル、白山のしらさぎホール、この３つも６００席から７００席くらい

のホールでございますが、これとはまた違った、平成最後のと言いま

すか、新しい次の元号の、時代のホールとして作り上げるという事が

見えてきたわけでございます。 

その際に、設計の段階でございましたので、設計に向けて、折り込

むべきことをおっしゃっていただければということを申してまいりま

した。 

その事は、例えば大きな流れとしては、その文化ホールが単に箱も

のとして何か催しがあるときだけ開く。 

それ以外はベターっと死んだような状態になっているものではな

く、常に皆さんが寄ってこられる場所、言わば賑わいのある場所にし

ていくべきだというような方向性であったと思います。 

その結果として、ギャラリーとか展示のスペースを、非常に大きく

取らせていただきましたし、創造活動をする小さめの部屋ですね、ア

ートスペースという２００平米くらいのものもご準備いたしますが、

それ以外に６０平米くらいの活動できるような部屋、それからもっと

もっと小さい２０平米くらいのですね、音楽で言えばパート練習、演

劇などで言えば台本を読み合わせしていくときに少人数でやるような

そういう、もちろん踊りの方であれば小さな動きを確認する、バンド

であればバンドの練習をする。 

そんなようなものも設けていこうということで、かなり皆さんが普

段使いをしていただくようなことができるホールになりつつあるので

はないかなと思っております。 

普段使いが必要だなと痛感しておりますのは、実は、全然違うスポ

ーツの分野で、サオリーナが非常に賑わっております。 

これは、今、インターハイをやっておりますが、ああいう大きな大

会をやるときだけ賑わっているということであれば、先ほど申しまし

たように、何となく普段はベターっと凪いだ状態、あるときだけ波が

立つようなそんなものになってしまうのですが。 

あそこはジムがあり、プールがあり、そしてもう１つ言うと実は外

周に１．２キロメートルのジョギングコースを設けたのですが。 

ここにいらしていただくとお分かりになると思いますが、しょっち

ゅう誰か走っているのですよね。 

あそこは、ゴムチップ舗装で足に優しい。 

そして、朝の６時半から夜の１０時まで開いていますので、女性も

ライトの下で走れるということで、また車も置けるということで、非

常に好評をいただいております。 

とにかく人が常に利用しているような状態が必要であろうというこ

とで、久居のホールもおそらくそのような形になるだろうと見えてま

いりました。 

この審議会の山田前委員長も委員に入っていただいて、名称検討委
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員会をやっていただいて、「アルスプラザ」という素敵な名前を付け

てくださいました。 

このプラザという趣旨がおそらく、人が出会う場所、集まる場所み

たいなイメージを考えていただいたと思います。 

錦委員も入っていただいておりましたが、名称検討委員会、ありが

とうございました。 

それで、ここまで来ましたので、いよいよ今からの２年間は、久居

アルスプラザについては、魂を入れる時期だと思っています。 

魂を入れるというのは、魂を込めることというのはどういうことか

と言いますと。 

まさに、ホールができるわけで、「ときの風ホール」という名前に

なると思いますが。 

そのホールをどう運営していくか、そして、そこにどう事業展開し

ていくか、ということになると思います。 

この点については、今まで津市は正直申しまして、７年ちょっと前

に錦先生に最初にお会いしたときに、そういうご指摘もいただいて、

そのとおりですと申したのですが。 

津市は、非常に自主事業企画能力が薄い市です。 

と言うのは、自主事業企画は市民レベルでは非常に多いのです。 

ですから、市民の方々が、例えば市民文化祭だとか、箱ものとして

のホールを借りてカラオケの大会をされたりとか、踊りの大会をされ

たりとかは非常に活発なんです。 

それに結果として甘えて、例えば、高度な芸術を鑑賞するものを引

っ張ってきて、少し安いチケットの料金を設定して、そして市民の皆

さんに提供していこうというですね、あるいは和太鼓が集まるコンサ

ート、人気のあるコンサートをやろうというようなことが、もうちょ

っと言えば、子どもたちに芸術鑑賞の機会を提供するあるいは、場合

によっては学校に芸術家が出掛けていって、そういう場所を、そうい

う機会を作るということが比較的弱いのがこの市の特徴であります。 

ただ、私の生まれ故郷ですから、それは小さい時からそうだったな

と思うのですけれども。 

非常に文化度が高いとか、教育に熱心だとか言われているので、結

果として、それに安住しているような雰囲気はあったと思っておりま

す。 

今からですね、新しいホールの久居アルスプラザができることをチ

ャンスとして、もう少し高い水準を目指したいと考えておるわけであ

ります。 

これは、自力で、直営でできないことではないと思うのですけど

も、それも限界があります。 

いきなりトップレベルの文化を企画し、運営していくような人たち

を１０人、津市の市役所職員として採用してということも正直できな

いわけではないと思いますが。 

現実的には、もう少しそういうことを生業としている人たちの力を

借りてやるべきだろうと思っておりまして。 

そういうことで、おそらく指定管理者、これは議会に実際にかけて

いきますので、まだ最終決まったわけではありませんが。 

指定管理者をきちっと指定をして、そしてその方々と一緒になって

ホールの運営をしていくという、こういうことになろうかと思いま

す。 
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これは、２年前にも申したような気がしますが、再三申しておりま

すが。 

ポイントは、指定管理者にきちんとものが言えるような、あるいは

指定管理者のパフォーマンスをきちっとジャッジできるような、場合

によっては指定管理者を変えることができるような、そういう能力を

有するオーナー、文化のオーナーと言いましょうか、そうあるべきだ

と思っておりまして。 

お金を出すのは津市でありますから、津市が市民のために良い文化

をこのホールで展開したいということでお金を出すわけでございます

から、そのお金に値するようなものができるかどうか、そういうこと

を我々がきちっと診断し、かつ評価し、かつ場合によっては決断して

いくというようなものになっていかなければいけない。 

これが、指定管理の要諦だと思っております。 

そこで、これからですね、ホールの運営を具体的に決めていきます

ので、今申し上げたようなことについて、私の方からも色々とお諮り

申し上げたいと思いますし、皆さまからは逆にお気付きの点とかどん

どんおっしゃっていただいて、実際にホールが建築されるのは、２年

後になりますので、２年後にはオープンしているということですね。 

２０２０年の６月か７月オープン予定でございますので、その時か

らよーいどんでは遅いのです。 

当然のことながら、ホールの予約受付は１年以上前から始まります

し、もっと言えば指定管理者を決めるのは１年半前くらいだろうと思

っておりますので、今が大事な時期だと考えております。 

是非、よろしくお願いしたいと思います。 

次に、久居以外のことを申しますと、ホールだけが文化だとは全然

思ってないのですが、今、たまたまホールのことがホットなイシュー

になっておりますので、ホールのことだけをしゃべっておりますけど

も、それ以外のことも色々、私は文化というのはもっと広いと思って

おりますので、今日はちょっと話せませんが、別の機会にまたお話し

をさせていただければと思いますが、今日はホールのことだけお話し

します。 

もう１つホールのことは、久居はそういうことであったとして、

元々久居以外のところの旧１０の市町村に、久居を除く９つに全部ホ

ールがあるわけですよね。 

このホールをどんなふうに、言わば上手く活性化させていくか、市

民の皆さんに喜んで使っていただけるようなホールにもっともっとし

ていくかということも課題であったわけです。 

まずは、一番ポイントとなる今申し上げた４つの６００席から７０

０席くらいのホールについて、これを考えました。 

２年前に申し上げましたが、ここを指定管理に先に出そうとした

ら、指定管理に出した瞬間に閉館になるよと、休館になるよと。 

なぜならば、直さなければいけないところがたくさんあるからと。

こういう話だったと、２年前に申し上げた記憶があるんですが。 

そういうことなので、どうしたかと言うと、この２年間でこれらの

ホールは順番に必要な改修を行うことにしました。 

たまたま、合併特例事業債、合併の市町村だけが使える有利な財政

措置がありますので、これを使えるところは使ってやっていくことに

しました。 

今年の１０月から白山のしらさぎホールをまず始めます。 
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半年くらい休館をして、必要な改修を行います。 

その上で、来年、安濃のハーモニーホールを改修します。 

そして、それらが終わって、久居が開いた頃にお城ホールを改修し

ます。 

これによって、この３つのホールが、現在、必要な経年に伴うホー

ルの整備の必要性を全部満たすことになります。 

と言うことは、今１０年、２０年、３０年とそれぞれの年月が経っ

ておりますが、津市で言えばですね。 

２０２０年度が終わった頃には、４つのホールがそれぞれブランド

ニューから１０年選手、２０年選手、３０年選手という、４つのホー

ルが６００席から７００席で立地条件が全然違い、そしてホールの特

色も全く違うホールが４つ並存することになるわけですね。 

４つが多すぎるということがありました。 

それで一つ手をかけないと言うか、止めようかという話もあったの

ですが、使われ方がかなり違うので、少し考え直しまして。 

安濃のハーモニーホールについてですね、新しい方向性を出そうと

いうことを議会にも一回説明をしました。 

と言うのは、安濃のハーモニーホールについては、創造ホール、文

化を創り出していくホールにしようと。 

有体に言えば、ここはホールの料金をぐっと下げて。 

例えば、ステージを１時間１，０００円で、ホールのステージを使

えるようにして、そこで練習をした子どもたちは物凄く音に対して、

ホールで演奏することの経験をかなり深めることができる。 

別に白山高校のグランドが広くて甲子園のサイズで練習をしていた

から甲子園に行ったことを、その時分かっていたわけではないのです

が。 

簡単に言えば、ホールでずっとヴァイオリンを弾いていく子ども

は、多分、そこの響きをずっと体感していれば相当違うのではないか

と。 

こんなふうに思っておりまして。 

もし、そういう料金を下げながら、かつ、利用率を上げていくとい

う、そういう方向性を出そうと決めました。 

料金をどれくらい下げるのかとかは、これからなのですが。 

せっかくあるホールですから、ちょっとそれぞれ違う使い方を、提

示していけるんじゃないかと思っております。 

この方向性を決めていく時期、決めていくと言うか、ほぼ方向性を

持っていますが、これを実践していく時期であり、かつ、その他の元

町村には３００席くらいのホールがあります。 

これは地域ホールと称していますが、これらをどういうふうにして

いくのか、これも無くすことはできないと思います。 

それぞれの役場が、町に１個だけ作り上げたホールですので、無く

すことはできないと思いますが、ただ、利用率は非常に低いわけで

す。 

これらを、どういうふうに利用率を高められるようにしていくか。 

必要に応じて改修等お金をかけないといけないです。 

そんなようなことをやっていく時期であります。 

従いまして、この久居アルスプラザと各３つのお城、しらさぎ、安

濃のホール、そして、各地にある地域ホールをどんなふうに形を作り

上げていくかという時期でございますので、今申し上げたようなこと
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を委嘱のときに前葉は考えていたなとか、そういうことを発言してい

たなとちょっとご記憶に留めていただきながら、審議していただく中

でも結構ですし、ちょっと思いついてでも結構ですので、色々お知恵

をお借りできればと思っております。 

もとより文化は、人々の手で作り上げていくものでございますの

で、ホールについても同じだと思っております。 

箱を作って魂を入れなければ、全くもって勿体無い話になります

し、市民に対する責任も果たせないと思っておりますので、どうぞ一

つ審議委員の皆様方によろしくお願い申し上げたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

それでは、ここでお一人ずつ簡単に自己紹介をお願いしたいと思い

ます。 

恐れ入りますが、伊藤委員からよろしくお願いします。 

 

【各委員自己紹介】 

皆さま、ありがとうございました。 

以上で、津市文化振興審議会委員の委嘱式を終了いたします。 

市長は、ここで退席をさせていただきます。 

 

【市長退席】 

 

それでは、これより第１回津市文化振興審議会に移りたいと思いま

す。 

始めに、事務局を紹介させていただきます。 

スポーツ文化振興部文化振興担当理事の南でございます。 

続きまして、文化振興課調整・事業担当主幹の織田でございます。 

同じく事業担当の濱口でございます。 

同じく事業担当の境でございます。 

そして、私、文化振興課長の梅本でございます。 

よろしくお願いいたします。 

 

では、会議を進めさせていただく前に、本日のお手元の資料を確認

させていただきたいと存じます。 

まず、審議会事項書、委員名簿、津市総合計画本冊と概要版、日程

調整連絡票、カラー印刷Ａ４判の「議事４（２）津市の文化振興施策

について」、冊子となっています「参考資料集」でございます。 

あと、こちらからの情報提供といたしまして、津市民文化祭と羽田

朝子記念映画上映会のチラシ、それから新たに審議員になっていただ

いた方４名の方につきましては、津市民文化を配布させていただいて

おりますのでご時間があるときにお読みいただけたらと思います。 

それでは、「参考資料集」の中身のご確認をさせていただきます。 

表紙をめくっていただきまして、右上に表示してございます資料１

「津市文化振興条例」、続きまして、４ページから資料２「津市文化

振興条例施行規則」、６ページから資料３「津市情報公開条例」抜

粋、７ページから資料４「津市文化功労賞表彰選考基準」、９ページ

が資料５「津市文化奨励賞表彰に係る取扱について」、１０ページか

ら資料６「津市文化奨励賞候補者募集要項」、１６ページから資料７

「津市文化功労賞・奨励賞の受賞者一覧」となっています。 
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文化振興課長 

 

 

 

 

委員 

 

文化振興課長 

 

 

委員 

 

山本委員 

 

 

文化振興課長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

文化振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

文化振興課長 

資料のほうは以上となっておりますが、落丁等ございませんでしょ

うか。 

よろしかったでしょうか。 

 

それでは、事項書にお戻りいただきまして、進めてまいります。 

本日の出席者は１５名となっております。 

委員の過半数の方に出席していただいておりますので「津市文化振

興条例」第１２条第２項の規定により会議が成立しておりますことを

御報告させていただきます。 

なお、当審議会の会議につきましては、「津市情報公開条例」第２

３条の規定に基づき、本会議は公開といたしますのでよろしくお願い

いたします。 

また会議の結果につきましては、事務局で作成の上、津市のホーム

ページにおいて公表させていただきますので、あらかじめご了承をお

願いいたします。 

それでは、本審議会の会長・副会長の選出をお願いしたいと思いま

す。 

「津市文化振興条例」第１１条第１項の規定によりまして、会長・

副会長は委員の皆さんの互選によることとなっております。 

いかが取り計らわせていただいたらよろしいでしょうか。 

 

（「事務局一任」との声あり） 

 

ただいま、事務局に一任との御発言をいただきましたが、よろしか

ったでしょうか。 

 

（「異議なし」） 

 

会長に、推薦してもよろしいでしょうか？ 

山田先生がいいと思います。 

 

 はい、ありがとうございます。 

先ほど、事務局に一任との御発言をいただきましたが、事務局の案

を紹介させていただきますと、会長には山田委員、副会長は川合委員

でお願いをできればと思っておりまして、皆さま、いかがでございま

しょうか。 

 

（「異議なし」） 

（全員拍手） 

 

ありがとうございます。 

会長には山田委員、副会長は川合委員にお願いをしたいと存じま

す。 

それでは、山田委員、川合委員におかれましては、会長、副会長席

の方へ移動していただきますようお願いいたします。 

 

【会長、副会長席へ移動】 

 

それでは、山田会長、川合副会長から一言御挨拶をお願いします。 
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山田会長 

 

川合副会長 

 

文化振興課長 

 

 

 

山田会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 織田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会長あいさつ】 

 

【副会長あいさつ】 

 

それでは、「津市文化振興条例」第１２条第１項の規定によりまし

て、会長が、議長を務めていただくことになっておりますので、ここ

からは、山田会長、議事の進行をよろしくお願いいたします。 

 

それでは、議事の進行をさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

では、事項書に則して、いきたいと思います。現在の所、事項書の

４番、議事（１）まで終わりまして、次の事項書４議事「（２）津市

の文化振興施策について」の項目になります。 

では、こちらについて、事務局の説明をお願いいたします。 

 

失礼いたします。 

Ａ４横の資料をご覧いただきたいと思います。 

津市の文化振興施策について説明いたします。 

これまで、合併後最初に策定した総合計画を踏まえ、個別計画とし

て策定しておりました文化振興計画は、平成２９年度の期間満了をも

って、津市総合計画 第２次基本計画に格上げの上、包含する整理を

行い、これまで我が国が経験したことのない右肩下がりの社会経済情

勢であっても、柔軟に対応できるよう、福祉や教育、防災、都市計画

など各分野と同様に取組の方向性を示す整理を行いました。 

１枚目の資料は、総合計画の構成と第２次基本計画の体系における 

「文化の振興」の位置を示したものです。 

文化につきましては、上段の基本構想部分の「まちづくりの大綱」

の項目の４番目の「市民の心豊かで快適な暮らしに向けて」にあたり

ます。 

これを受け、矢印の箇所ですが、基本計画の目標として、「自分ら

しく心豊かに輝けるまちづくり」、基本政策としまして、「スポーツや

文化の輪が広がる社会の形成」がそれぞれ掲げられ、「文化の振興」

についての項目への流れとなっています。 

「文化の振興」施策の概要としまして、生涯学習や文化財保護の観

点も含みますが以下の４点となっています。 

多彩な文化芸術の鑑賞機会や市民の発表等の場・機会の創出、市民

が主体的に参加する活動の輪の拡大。 

続きまして、文化施設の芸術文化の創造・発信拠点としての機能強

化。 

三番目、地域の伝統文化や伝統芸能の保存継承・普及に向けた取

組。 

４番目、歴史資料等の保存・管理や積極的な活用・情報発信による

文化交流の促進です。 

全文につきましては、総合計画本冊の８４ページの記載内容となり

ますのでご確認をお願いします。 

次ページ、計画書本冊８４ページの記載内容に、黒丸の二つ目です

がホールの整備運営について現時点の方針の補足説明を加えたもので

あります。 
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事務局 織田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田会長 

合わせてご確認をお願いします。 

つづきまして、３ページ目をお願いします。 

これは、前ページの施策の記述内容について、今年度実施していま

す文化事業の位置づけや施設管理の方針をまとめたものであります。 

 緑色の左部分につきましては、各施策に位置付けている事業を示し

たものでございます。 

上から「文化芸術の鑑賞機会の創出」としまして、美術展覧会、市

民薪能、羽田朝子記念映画上映事業などが該当します。 

「市民の学び・創作・発表の場及び機会の創出」としまして、市内

各地で美術・音楽・舞台芸術などさまざまな展示・発表・公演などを

行っています市民文化祭事業や地域文化祭事業、そして、市民が行う

発表事業や展示会など文化活動の助成を行う文化振興基金活用補助金

事業があります。 

三つめ、文化芸術の創造を担う若いリーダーや若い世代の育成とし

て、文化創造事業としまして、子ども達が新たに文化芸術活動を始め

るきっかけづくりとして、子ども里山そうぞう学校と銘打ち、地域で

活動されている文化関係者による舞台表現の体験などの講座を行って

います。 

青少年文化創造拠点形成事業は、青少年文化芸術祭を開催し、主に

中高生を対象に舞台発表を行うものです。 

それに伴い練習場所としてサンヒルズ安濃ハーモニーホールを提供

し、ホールの魅力を知っていただき将来的な利用にもつなげるもので

あります。 

情報発信として、津市の文化情報誌である「津市民文化」の発行や

ホームページ、メールマガジン、フェイスブックにより行っていま

す。 

続きまして、市民の主体的に参加する活動の輪の拡大としまして、

文化芸術団体連絡協議会を通して市内の文化団体へ活動助成を行って

います。 

伝統文化や伝統芸能の保存継承、普及としまして、市民薪能や郷土

芸能フェスティバル、歴史的資源の活用・情報発信・地域内外文化交

流としまして、霧山薪能、一身田寺内町地域活性化事業、大河ドラマ

誘致やシロモチくんの着ぐるみ貸出などを行っています。 

なお、各事業のカッコ内の数字は、今年度の事業予算額を記載させ

ていただいています。 

また、右半分の青い部分につきましては、文化施設の機能強化にか

かる方針を略図化したものです。 

 今後、芸術文化の創造・発信拠点として施設の機能強化を図るた

め本年４月に、「津市文化センター等の整備運営方針」を策定し、市

域に点在する文化センターを「文化ホール」、「創造ホール」、「地域ホ

ール」、「その他のホール」と４つに位置付けし整理を行いました。 

 各施設の役割等を明確にし、効率的な管理運営と文化芸術活動の 

拠点として強化を図る考えです。 

 今後は、今まで積み上げてきた文化事業内容を継続支援しつつ、 

文化ホールの芸術文化の創造・発信拠点としての効用を最大限発揮

する事業展開を図ってまいります。 

 説明は、以上になります。 

 

どうも、ありがとうございました。 
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伊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田会長 

 

 

 

 

 

錦委員 

 

 

今度、総合計画ができまして、津市の文化振興施策も位置付けられ

る大きな枠組みになって、そして、その上で、今、説明いただいたよ

うな文化振興の色んな施策が、今年度を年頭に説明していただいた形

になると思います。 

こちらについて、何かご質問とかご意見、こういう所をもう少し考

えなきゃいけないとか色々ご意見とかいただけるとありがたいなと。

いかがでしょうか。 

 

 市長のお話にもありましたけど、久居のホールにつきましても基本

的に指定管理業者に任せるのはやむを得ないかと思いますが。 

そのお話の中に、指定管理業者に代えうるだけの能力のある人間を

というお話もありました。 

早速、思い当たる方がみえるのですけども。 

指定管理業者を施工下請けに使うぐらいの形にしてしまう発想です

か。 

だから、全て運営から具体的なものまで全てお任せではなくて、そ

れぞれのバラバラの業務請負のような意識になるだけで。 

今までの行政のそれぞれの係の方々、俺らは事務屋さんなんだとい

うような発想じゃなくて、どういう巡り合わせで来られた方につきま

しても、意味合いを理解していただいて、提案ができる立場にあると

認識をしていただきたい。 

これに関して思いつく適材、ぶっちゃけ話、この市民文化の編集委

員である平野昌さんなんか、完璧な能力のある県のＯＢの方ですけど

も。 

このあたり絶大な信頼をされている人で適材です。 

あとは、職員の方々も大体どういう人物か、どういうことができる

能力のお持ちだということは、よくよく認識されてみえると思います

ので。 

その方々の力を発揮するのと、やはり、自分をどうぞ表に出してい

ただきたい。 

常々、色々な活動をしていますと、「なぜその一言が出ないの」っ

ていうのが、いつも歯がゆく思うことがございます。 

 くれぐれも私、指定管理が悪いとは言いません。 

当然、ノウハウはわかっている所にお任せすることが経済的にもコ

ストがかからないと思いますけど。 

結局、委託する側が全く何も考えていないというのが指定管理業者

に対して非常に無礼なことじゃないかと感じておりますので、その点

をもって、私は、私なりに、より逸材な人材を推薦させていただきた

いなと考えております。 

 

 どうもありがとうございました。 

 他にいかがでしょうか。 

日頃、芸術文化に関わるご活動をされていて、そういう視点から見

たときに、ちょっとこういうことを考えなきゃいけないよとかご意見

をいただけると助かります。 

 

じゃ、よろしいですか。 

ホールとまったく関係が無くてもよろしいでしょうか。 
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山田会長 

 

錦委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

錦委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川合副会長 

 

錦委員 

 

川合副会長 

 

 

錦委員 

 

 

川合副会長 

はい、結構です。 

 

津市の教育、文化を考えたとき、二つあるのですけれども。 

一つは、津市の文化奨励賞ですね。 

あれは賞金が１０万円も出るんですよ。 

それは、すごく素晴らしいことだと思って。 

私、自分の自慢をするわけじゃないですけども、去年、三重県の文

化大賞をもらって賞金０円でした。 

本当に０円なんです。 

皆、すごくもらったでしょと言うんですけれども。 

と言うことは、津市の文化奨励賞っていうのは、素晴らしいですよ

ね。 

それだけ、何１０年か前に文化基金を貯めて、あったはずなんです

よね。３０年前でしたっけ。 

だから、本当にシステムが津市は機能していて、奨励賞というのが

素晴らしいものなんだなって。 

なんで、三重県は大賞まで獲ってゼロ円なのと思いました。 

それほど三重県は、お金がないんだな。 

だから、このシステムは、津市はもっと自信を持って、堂々とアピ

ールしたらいいんじゃないですか。 

賞金を隠さなくてもいいんじゃないのかなと思うんですけれども。

いくらあげますよって。 

どんどんアピールして、津市はこんなに文化に対して顕彰している

んだということをもっとＰＲして欲しいなって思うのが一つです。 

もう一つは、私はＮＨＫコンクールの合唱の審査員をやらせていた

だいているのですけども。 

今年は津市が無くって。 

福井県に今日から行かないといけないんですけれども。 

いつも思うのが、小学校の合唱が津市はゼロなんですね。 

三重大付属小の合唱しか出ていない。 

三重大付属小も練習時間が遅くまでやっちゃいけないということ

で、レベルが本当に下がっちゃったんですね。 

すごいのは鈴鹿と伊勢なんですよ。 

色んな小学校が出てくるんです。 

中学校もそうです。 

津市は全く出てこないです。 

川合先生がいらっしゃるのに、なぜって思うんです。 

 

部活が無いんです。 

 

津市は、そんなに部活もないんですか。 

 

音楽の先生は、津市は全中学校にブラスバンドがあって、中学校で

あればブラスバンドの指導に音楽の先生が要ります。 

 

 ブラスバンドはすごく盛んなのに、合唱は全然盛んじゃないですよ

ね。 

 

小学校であれば、音楽が好きな方とかが指導してくださればありが
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山田会長 

 

渡瀬委員 

渡瀬委員 

 

 

錦委員 

 

渡瀬委員 

 

 

 

錦委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田会長 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

たいんですが。 

 

小学校の場合は、体のことを考えるとブラスバンドよりか合唱なん

じゃないかな。 

音楽の基礎は、やはり歌うことじゃないかなと、私は思っているん

です。 

もっと盛んにしないと、津市の文化のボトムアップができないんじ

ゃないかなと思って。 

コンクール審査員をしながらいつも思っているんですね。 

そういうのは、どこで、どういう風にどうすればいいのかって。 

教育委員会ですか。 

川合先生、なんとかしてください。 

 

何か、意見はありますか。 

 

昔から連合学会があって、小学校の１年からずーっと、いつも県文

でやらせていただいた。 

私たちは、そんな時代がありました。 

 

今もあります。 

 

そうなんですか。 

いつもクラス単位で、いろんな物をやっていたんで。 

それから出てくることは無いんですか。 

 

中学校は、校内の合唱コンクールは盛んですよね。 

それが、これ以上は出てこない。 

小学校は、全く無い。 

伊勢とか鈴鹿はすごく盛んなのに、なんでこんなに津市は盛んじゃ

ないのかな。 

せっかくホールもいっぱいあるのに、市長もただで貸すとは言って

いませんでしたが。 

せっかく機運も盛り上がっているのに。 

子ども達の文化、クラシックだけが文化ではありませんけれども、

もう少し何か意識を高めることをできないのかなと感じはしていま

す。 

 

はい、ありがとうございます。 

 他にありますか。 

 

 今の錦先生のお話にありましたけども、その仕組みっていうのは、

行政側に我々が審議をしてルール提案するのも一つだと思います。 

実は、明日、私たちのスクールに、５歳の女の子の母親という方か

ら我々のホームページを見て、「５歳の子でもドラムスクールに行っ

てもいいですか」という電話がありました。 

「なんなら、私も興味があるんですけれども」。 

どうぞ来てくださいって、鈴鹿の方でした。 

やりたいなと思ったときに、ふっと参加できる場所、見に行ける場

所というところが身近に訪ねることができることが、先ず、一つのき
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っかけになるんだろうと。 

行政の方々におかれまして、そういったところの道案内みたいなこ

とができれば、もっと円滑に良いのに。 

私たちも組織を立ち上げ、ＮＰＯになった時に新聞やＮＨＫとかい

ろいろ取材を受けて、ぱっとやり始めたら、やたらと参加者がたくさ

んみえて、てんやわんやした覚えがありましたけど。 

今、現在は、津市の中央公民館のギター講座で、講師を全て我々か

ら派遣しておりまして。 

結構、高齢の方が多いんですけれども。 

半期、半期で終わっちゃいますので、生徒の方々から「その後、

我々をどうしてくれんの？」って 

実は、「河芸でやっていますから」って。 

後も一緒になって活動させていただき、島崎町かな、「タワーズ」

っていうライブハウス、喫茶店がございまして、そこに月１回発表会

とそこのステージで演奏させていただいています。 

今度は、出演できる機会を与えさせていだいております。 

結局、我々でも細々とやろうと思えば、できるんですけれども。 

こういったところには津市の中における審議員であり、文化の動

き、うねりを作ろうというところにおける審議会でもありますので。 

行政の方々におかれましては、こういう仕組みの、こういう運び

方、前に進めていく方法があるというのが、法に基づき一つ提案して

いただくと、我々ではそういったところ行政側の進める具体的な方法

があまり判りませんので、そういったところを提示いただけると、

我々も「よし、それで動こうやないか」とう形になっていくんじゃな

いかと。 

これは非常に動きやすい。 

なぜなら、提案さえすれば、我々がグイッと動くわけですので。 

それこそ、世界におけるオンリー・ワンのとんでもない活動団体と

して、錦先生は、毎日、左団扇で笑っておれるんじゃないかと。 

当然、お金の動く事業にも当然なっていくと思います。 

で、参加者は、我々、月５００円です。 

びっくりされますよね。月２回やっています。 

結局、会場費だけなんとかなればと思って。 

それで、やはり、利益を受ける受益者が、そこに対価を示すという

ものも、自分がその得たものの一つの評価にかかりますので、全て行

政側が持つっていうのもいかがなものかなと思います。 

ですから、そういったところの意味も含めて、我々の審議している

ところも行政の方々もこういう意見もある中で、行政はこういう形で

提案と運営をしていくんだというような意思表示、他にないものに

即、つながっていくんじゃないかなとちょっと期待ができるんです

が。 

 

ごめんなさい。もう一回言わせてください。 

昨日、ＢＳだったか、夜１０時からテレビを観ていたんですが、千

葉県の小学校でヴァイオリンを小学４年生になって初めて教えて、二

年間で皆がものすごく弾けるようになっていて。 

千葉県か千葉市か判りませんが、音楽文化を基礎に据えて、子ども

達の感性を養うことをやっているんですね。 

だから、行政がやれないわけではない。 
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そこは、５年生になったら弦楽部に入れるんですけども、ヴァイオ

リン、ビオラとチェロともう本当にすごいんですよ。 

それで、外国のウィーン・フィルのコンサートマスターだった人が

教えにきて、スーパーコーチだったかな、スーパーレッスンだった

か、そういう番組だったんです。 

それが、本当にすごくて、公立の小学校でこんなことができるのっ

て言うくらいなんです。 

千葉は、本当に音楽文化を教育の基礎に置いている。 

そこが違うんですよね。 

私は音楽が全てだとは言いません。 

津市が、何もない所が、世界に発信できるなら演劇でも何でもいい

んですよ。 

小学校で、何かひとつ基礎になるものを、絵画でも何でもいいんで

す。 

絶対にこれでアピールして、子ども達の教育をしていこうじゃない

か。 

そういうような理念を持っていただいたら。 

せっかく津市長さんは津高で合唱をやられていた唯一の市長ですよ

ね。 

それで、文化にもすごく造詣が深くって、今がチャンスなんじゃな

いかなという気がするんです。 

津市をどう育てるか、子ども達を、文化を中心にして、メンタルだ

とか色んな人間性だとか、いろんなものを育てようとか、一つの理念

にできないのかなと思います。 

 

 ちょっと、よろしいですか。 

 本当に、嬉しいお話をしていただいたんですが。 

私は、子供の合唱の活動をずっと続けてきて、津市で補助金とか助

成金とかは、活動に対していただいていないんですけれども。 

練習会場を使うとなったら無料で貸してくださる。 

冷暖房からピアノを使う事から公民館を借りる、あるいは、合唱で

お借りすれば一切お金は要らない。 

無料で貸してくださる市は三重県でないのか、他で聞きましたけれ

ども。 

「津市は、無料で貸してもらえるの」ってびっくりされるんです

が。 

私たちは競合していますから、思うように取れないこともあるんで

すけれども。 

市長が、安濃のハーモニーホールを練習拠点にしたいお話があっ

て、錦先生もご賛同されて、私もすごいと思うんですが。 

なぜ、ハーモニーホールが使われないかと言うと、アクセスに問題

があって、なかなかあそこに行けない。 

一般の成人であれば車で行けばいいんですが。 

子ども達を連れてあそこまで行こうとすると、バスの時刻とか全然

合わないし。 

そう言うことまで、もうちょっと考えていかないと。 

ここを拠点にしますと言っても、なかなかそこが使われない懸念が

あるんですね。 

 津市として宿泊施設は、芸濃町の湖水荘、美杉のレイクサイド。 
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山田会長 

 

内田委員 

４５人くらい宿泊できるんですね。 

夏なんかあそこで合宿させてもらっていますけども。 

そうすると、市のバスが迎えに来てくれて、レイクサイドまで送っ

てくれる。 

それで帰るときは、マイクロバスで津駅まで無料で送ってくれる。 

全員が乗れなかったなら、市のバスを出しますって。 

ものすごく手厚く周りからしてもらっていると僕は思うんですけれ

ども。 

だから、ハーモニーホールの場合も、もうちょっと踏み込んで。 

連絡をとれば市のバスが、お金払っても良いから、迎えに来てくれ

て、終わったら最寄りの所まで送ってくれるようなアクセスを別途考

えてくだされば、もっともっと利用できると思います。 

あのホールで練習できるとなったら、皆、諸手挙げて行くと。 

皆、練習会場には困っているわけですから、音楽団体は。 

 もう一歩踏み込んだ、何か施策を考えてもらえると、もっと上手く

機能するんじゃないかなと思います。 

 それから、自分も教員をしていた立場として、今、錦先生がおっし

ゃった、なぜ、音楽活動が、特に、合唱ができないんだろうと、私も

不思議に思いますけれども。 

教育委員会が命令してできる事でもないし。 

おっしゃられたように市の考え方として、音楽でまちづくりをしま

しょうか、文化でまちづくりをしましょうかとか、そう言う方針で出

てくる中で、先生方も意識されると思います。 

学校の部活動ですから、小学校の場合は。 

好きな先生が「私、これやりたい」と言わない限り、校長があれし

なさいと言うわけにはいかない。 

やはり、下からの盛り上がりとかが必要ではないかなと思います。 

私、合唱していて、市内の色んな子ども達がやってきます。 

「お友達いないけど一人でもいいの。」って聞くと、「歌好きだから

いいです。」と、土曜日集まってくるんですけれども。  

だから、歌が好きな子供達は、もちろん市内にいっぱいいるわけ

で、どこの校区にもいると思うので、ぜひ、そういう所から歌の輪が

広がってくれば、色んな所へ波及していくのかなと思います。 

だから、例えば、夏休みにコーラス教室みたいなのを設定して、ハ

ーモニーホールなら五日間とか、そこで素晴らしい指導者に教えても

らって、合唱ができる機会を作りましょうとか。 

鈴鹿なんかでは、リコーダーですごい方で、長岡先生がいて、日本

一のリコーダーの学校にされているんですけれども。 

１人の先生の発想からずっと広がっていくんですけれども。 

鈴鹿でもリコーダーがすごく広がっているんですけども。 

津市でも文化の土壌づくりと言うのか元づくりをきちっと考えてし

ないと、なかなか判断が難しいのかな。 

長い話で申し訳ない。 

 

 質問なんですけれども。 

 

 はい、どうぞ。 

 

 基本的なところで、文化振興課の予算は、今年度どれくらいなの
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か。 

 それが全予算の何％ぐらいなのか。だいたいで結構です。 

 

 文化振興費としまして２千万円です。 

全体の市の予算規模が１０００億ぐらいです。一般会計予算で。 

 

わかりました。 

それともう一点。 

 この文化振興課の事業は、教育委員会と割とだぶっている所があり

ますよね。 

その住み分けと言うか、それは、どういうふうに線引きをされてみ

えますか。 

 

 それはですね、教育と文化と全く観点が違うのが、教育は子ども達

中心にそこを通していく事業となります。 

文化振興課については、子ども達だけではないです。 

もちろん大人の方もそうですし、文化を継承していくと言う意味で

は、高齢者の方が活動されているものを次の世代に引き継いでいく観

点もでてきますので、そこで大きく意味合いが違ってきます。 

 

 それでは、基本的に子ども以外の、例えば、成人及び高齢者を対象

にした文化活動と考えてよろしいですか。 

 

 ある意味そうですが、子ども達には特化しない。 

教育という観点ではなくて、活動の面において、その中で子ども達

ももちろんあります。 

太鼓などされている子ども達もたくさんいますし、地域の文化芸術

活動を支えていく子ども達もたくさんいます。 

子ども達に特化したものではなく、教育的な面を捕らえた支援では

ありません。 

 もう少し大きな意味合いのものです。 

 

 わかりました。 

ただ、教育委員会と重複する面も出てきますやろ。 

 

 そうですね。 

確かに、対象者が子ども達になってきますと、文化って広いところ

がありますので、関わってくるところがあると思います。 

 

 この７月３１日まで２年間、津市の社会教育委員をさせていただい

ていたんです。 

 その時のお話ですと、教育委員会の管轄ですが、社会教育の方でカ

バーしていくという事で。 

子どもだけではなく、大人も含まれて、生涯学習という名目で、教

育委員会の中で、そういう活動があると言うことでしたので。 

その辺りがこの文化振興審議会とも関連で、上手くコンタクトを取

りつつ、話を進めていった方がより良い連携ができると思いますが。 

 

 率直に言うと、担当の分野が学校と公民館が教育委員会でしたっ
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け。 

 

 そうです。 

 

 で、文化ホールとか地域全体の文化振興がこちらの文化振興課なの

で、特に一番重なるところが、実は社会教育系のところが重なるん

で、ご指摘のように連携を上手くできるのが一番大事だと思います。 

 

 実はですね、文化振興課と生涯学習課の方とはすごく密接な関係だ

ったりします。 

 極端な事を言いますと、文化財事業は生涯学習課になってきますの

で、そこでは、もちろん文化もでてきますので、そこで連携をしてい

かないと。 

ここでは常に情報共有をしながら努めていこうと思っておりますの

でよろしくお願いいたします。 

 

 はい、他によろしいでしょうか。 

 

 はい。 

 文化ホールが今度、久居も含めて指定管理者になりますのやね。 

先ほど市長の話にも川合さんのお話にもありましたハーモニーホー

ルを含めて、この予約をもう少しスムーズな形に。 

 そこらはどうしますのやろ。 

指定管理者にきちっと知っといていただけませんか。 

 予約するのにどういう形で、今度、していくのか。 

 特に、地域ホールなんかは、一つ一つかけていかなきゃならない形

ですし。 

 今度、こういう住み分けになったらなったで、予約が上手く取れる

ような形、文化だけに使わんと、食改も地区社協も使いますし、色ん

な所が使いますので、ここらはきちっとした形で指定管理者に出して

いただけませんか。 

  

 そうですね。状況を見てなんですけれども。 

先ずは、議会の方で認められれば、久居ホールだけを指定管理にし

てみて。 

指定管理と言うものが、はたして上手く機能するのかどうか、そう

いった事の検証を重ねて、もっと良い方法があるのであれば、指定管

理者と協議をしながら、その時に、伊藤委員がおっしゃったとおり、

ものが言える職員、そういったところで市長が言ったように、うちの

知識を高めながら対等に協議をしながらより良いものにしていって、

五年間の指定管理者がやっていた事業を検証したうえで、例えば、ひ

とつの事業者が他のホールを見てもらう方が良いのか、いや、久居ホ

ールに特化している事業者は良いけれども、他のホールに適した事業

者がいるのではないかというところをホールの特色等を踏まえながら

事業展開できればなと今は考えているところなんですけれども。 

まずは、久居ホールを指定管理者にしてみて、そこの検証をするこ

とが一番大事かなと思っています。 

 そこを踏まえて、他の地域ホールをどうしていくかと言うのは、次

のところで検討したいと思っておりますので、ここだけご理解をいた
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だければと思います。 

 

 今、濱野委員さんは、指定管理は、久居ホールは良いですけれど、

せっかく、文化ホール、創造ホール、地域ホールという風に分けたの

でそれに合わせて、より利用しやすい施設みたいなことを市としてち

ょっと検討できないかと言うご意見だったと思いますので、またよろ

しくお願いします。 

 

 ホールを使うのに、本当に、一つ一つ予約をかけて、施設の予約を

押さえていますもので、そこをトータルして予約できる形になるとよ

ろしいと思いますけども。 

 

 例えば、先ほどひとつ極端な事を言いましたが、久居をやった事業

者が、他の事業所も同じような感じで、トータルで一つの業者がやっ

ていくのであれば、その辺りはスムーズに可能になるのかなと思いま

すし。 

その辺り状況を見て、色々ご意見をいただきながら、一番良い方法

を考えたいと思っております。 

 

 はい。水谷委員。 

 

 指定管理者になると、施設の駐車場の管理などは、どうなるんでし

ょうか。 

 久居の図書館は駐車場がないので。 

以前はこちらの駐車場を使っていたんですね。 

それが無くなったら図書館へ来て下さる方はどうなるのかなと思う

んですが。 

 

 それは、委員会にずっと関わっていたので、そこでの議論の様子を

ちょっとお伝えすると、やっぱり久居ホールと隣の文学館との関係で

すね。 

 そちらについては、なにしろ久居ホールで単独で動くって言うこと

は、良くなくて。 

ちゃんと文学館と連携をとり、久居地域と連携をとり、そういう形

の久居ホールづくりをしようっていう風にしてきたので、少なくとも

文学館の利用者は、この駐車場は使ってはいけませんとか、そんなこ

とをしたら連携も何も無いと思うので。 

これから指定管理とか動いていくと思うのですけれども、どういう

条件で指定管理するかは、津市さんが決めて募集するわけですけれど

も。 

いくらなんでも、そういう狭いやり方で募集する枠組みを作ること

は無いのではと私、予想するんですが。 

どうなんでしょうか。 

 

 はい、駐車場につきましては、元々、今までも総合支所のものがあ

ってですね。 

そこで文学館の方も使ってもいいよっていう形で、共存されていた

と思うんですけれども。 

 その実態だけを申しますと、今まで久居文学館の専用の駐車場がそ
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れほど無かったという事があって。 

そこに久居ホールができて、状況は、悪くなるというものではなく

て、現状維持のままであって。 

 そういった中で、山田先生も連携する事業の中で、文学館さんと 

一緒に連携していく事業がありますので、もちろん連携が強いところ

もありますし。 

ただ、本来あるべき文学館さんの駐車場の問題もあるかと思います

ので、それは、また別で教育委員会の方もどういった手立てが要るの

か、今、動いているところですので。 

それはそれで別にしながら、うちは、久居ホールで連携することが

ありますので、そういったところで共存すべきところがあるのかなと

思います。 

 

 あの、ときどき使っていただくんですけれども。 

一応、どれだけが図書館さんの枠っていうか、そういう所があると

お聞きしたりするんですけれど。 

何か、現実見ていると、だんだん狭くなったり、停めにくい場所に

なっていくような気がして、大丈夫なんかな。 

現実に建った時に、図書館さん、公共の場所だし、どなたでも停め

られると思うんです。 

でも、何か行事があった時、車がいっぱいになった時に停められな

いですよね。 

やっぱり、ここは図書館が利用できる駐車場ですよとか、そういう

所を決めていただくと停めやすいなと思うんですけれども。 

 現在では、だんだん押しやられていく感じで、大丈夫なんかなとい

つも不安に思っているんです。 

 現在、利用していて、こういう気持ちになるので、聞きたいと思っ

て。 

 

 すみません。最後に。 

先ほど課長がご説明させていただいたように、一応、久居のホール

の駐車場は、来るのを想定して、こんだけ必要があるということで台

数を整備しました。 

 ですので、全体的に全部図書館も含めて、全部停めてくださいとい

う訳ではないのですが。 

教育委員会と連絡を取りまして、全体で図書館の方が使える駐車場

も文化ホールが使える駐車場も、全部が来た時に、御迷惑がかからな

いように、その住み分けということも当然あって、図書館の駐車場を

確保するのに、教育委員会も現在、動いております。 

全体であの辺り、社会福祉会館もございますので、それも含めて、

あそこにいらっしゃる方にご迷惑がかからないように、駐車場の整備

は総合的に市として考えておりますので、ご迷惑がかからないように

なると思いますので。 

ちょっと具体的に、例えば、どこの土地を取得してここが駐車場に

なりますとは、現段階では申し上げられないんですけれども。 

当然、そういうことを想定して、全体でご迷惑がかからないように

整備しておりますので、もうしばらく待っていただいたら、ご心配い

ただくようなことにはならないと考えておりますのでお願いします。 
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山田会長 

 

 

 

 

山田会長 

 

 

野田委員 

 

 

 

 

 

山田会長 

 

 

橋本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田会長 

 

文化振興課長 

 

 

 

 

 

 

 よろしくお願いいたします。 

 図書館って、やっぱり皆さんもご存じだと思いますが、子ども達が

一番最初に行く館だと思うんですよね。 

美術館だとか色んな館があると思いますが、そちらにはミュージア

ムショップとか何かありますし、図書館は、無料で、入場料も要らな

くて、一番大切な最初の出会いと思うんですよね。 

図書館って。 

だから、ちょっと図書館のことを考えていただいて、皆さんが気持

ちよく図書館へ来ていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

 ありがとうございます。 

 他にどうでしょうか。 

 今、伊藤委員から新しく委員になられた方にぜひ、ご意見をいただ

いた方がいいんじゃないかとアドバイスをいただきまして。 

 野田委員さん、何か、今、色々聞いて、日頃お考えところとか何か

ご意見いただけますか。 

 

 

 ごめんなさい。 

今日は皆さんのお話を聞かせていただいて、どういう風に自分の考

えを発表したらいいか学ばせていただこうかと思っていましたので申

し訳ないのですが、次回、いろいろと発表させていただきたいと思い

ます。 

  

 ありがとうございます。 

 橋本委員よろしくお願いします。 

 

 私も初めてで。 

美杉文化協会には入っておるんですけれども。 

この委員さんの名簿を見ますと、かなり立派な方ばかりで恐縮して

おるんですけれども。 

この地域的なバランスがちょっと取れてないんじゃないかと気がし

ますんですが。 

やっぱり住民の代表と条例の第９条に書いてありますけれども、こ

れを全部見ると美里とか白山、香良洲、安濃の人がおらんもんですか

ら、この辺どうなんかなとちょっと気がしました。 

 まあ、私、美杉に住んで、地域丸出しの話になるんですけれども、

どうぞよろしくお願いします。 

 

 その辺何かありますか。 

 

 はい。すみません。 

 今日、新しい総合計画のお話もさせていただいたと思いますけど

も。 

 合併後すぐの総合計画では、各地域を前面的に押し出していまし

た。 

各地域に施策を分けておりました。 

ただ、新しい総合計画を作るにあたりまして、もう１０年たって、
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事務局 織田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各地域という考えからオール津市で考えて行こうとシフトしています

ので、委員の方々は、各地域を主眼にした訳でなく、先ずここで活動

していただくにあたってこういう方が必要であるという観点から、津

市で必要であるという観点から選出させていただいていることをご理

解いただけたらと思います。 

そういった中で、もちろん公募もさせていただいて、公募委員にも

毎回ご参加いただいている考えでございます。 

 これからのまちづくりは、各地域というよりはオール津市と考えて

いくと今回お示した総合計画の作りもなっておりますので、そういっ

た形でまちづくりとして進めていきたいと考えております。 

 

 どうも、ありがとうございました。 

 それぞれの委員さんが自分の地域だけではなくて、津市全体をちゃ

んと見据えながら色々ご意見をいただこうという事だと思います。 

 時間がいろいろ進んできておりますので、この最初の文化振興施策

については、色々ご意見をいただきまして、例えば、最初の合唱とブ

ラスバンドの状況みたいなことについて、いくつか、先ずは状況の確

認をしておかなければいけない部分があったり。 

それから、文化ホールの使い方や文化ホールでどういう施策を進め

ていくのか。 

例えば、久居を含めて、それに合わせて津市全体での色んな文化振

興を。 

重ねるような部分もあるかと思いますので。 

色々いただいたご意見の観点から、また、改めてそれぞれの議論の

時にご意見をいただいていきたいなと思います。 

 本当に有意義なご意見をいただきまして、ありがとうございまし

た。 

 それでは、二つ目の事項にいきたいと思います。 

 事項書としては、３つ目ですね。 

（３）の表彰について、に入りたいと思います。 

 では、こちらについてご説明をお願いします。 

 

続きまして、次のページのタイトル「議事４（３）表彰について」

をお願いします。 

表彰についてですが、津市文化振興条例施行規則第３条の規定に、

津市文化振興審議会に諮り、市長が決定するとありますことから、文

化振興に寄与した個人及び団体の表彰の選考をお願いしています。 

例年、主な表彰としまして、長年の文化振興や業績が認められた個

人、団体を表彰する「津市文化功労賞」、資料では緑色部分となりま

す。 

今後の活躍が期待され、文化の新人賞と位置付ける「津市文化奨励

賞」資料の青色部分となります。 

それぞれ選考基準に基づき御審査いただいています。 

今年度は、奨励賞は、３件の推薦が出ています。 

そして、功労賞につきましては、事務局としての推薦がない状態

で、委員様にどなたか心あたりがございましたら事務局まで情報提供

をお願いしたいと思います。 

また、参考資料集、７ページ以降に、表彰の選考基準、募集要項、

１６ページに過去の受賞者一覧をつけさせていただきましたので、ま
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た確認をお願いします。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

 

どうもありがとうございました。 

先ほど、錦委員さんから文化奨励賞はどんどんアピールしていいと

いうありがたいご指摘をいただきました。 

 また、９月くらいに文化奨励賞や文化功労賞の審議をこの審議会と

して行わなければならない予定になっております。 

先ずは、基本、この文化奨励賞、文化功労賞のことについてご意見

はございますか。 

 

 今回は文化奨励賞については、公募して、募集が３件あったとい

う。 

 募集は、締め切られたわけですね。 

 今回は、文化奨励賞３件で審議することになっています。 

 文化功労賞については、事務局か審議会の委員さんから推薦するっ

ていうことになっているので。 

川合副会長さんからもずいぶんご尽力いただいているんですけれど

も、文化功労賞の候補者については、委員の皆さんで色々お考えいた

だいて、推薦していただけないかなと事務局から依頼がありましたけ

れども、今、そういう状況だということですね。 

 文化功労賞の表彰選考基準は、参考資料集の７ページの資料４にな

っております。 

 こういうようなところに該当する方になります。 

 文化功労賞って、推薦の締切はいつでしたっけ。 

  

 ９月の中旬に次回審議会を予定していますので、８月中に推薦をい

ただけると資料等作成の時間もありますので助かります。 

 

 何かよろしいでしょうか。 

 それでは、こちらについてもご了解いただいたということで進めさ

せていただきます。 

では、次に、「その他」でございますが、委員の皆さま何かござい

ますか。 

よろしいでしょうか。 

はい。 

それでは、事務局から何かございますか。 

 

 その他としまして、事務局の方から、次回の審議会の開催日ですが

委員の皆さま方に事前にスケジュールを確認させていただいた結果、

９月１１日、火曜日、午後２時から開催させていただきたいと存じま

す。 

 この時がご参加いただける人数が多かったですもので、９月１１

日、火曜日、午後２時から開催させていただきたいと存じます。 

場所はですね、津リージョンプラザ２階、第１会議室となります。 

よろしくお願いします。 

なお、次回の審議会つきましては、津市文化奨励賞と文化功労賞の

選考会議となっております。 

会議は原則公開ですが、文化奨励賞及び文化功労賞の候補者を選考
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する会議開催時におきましては、不開示情報が含まれる事項について

の審議、審査等を行いますので、非公開の会議にしたいと存じており

ます。 

説明は、以上でございます。 

よろしくお願いします。 

 

今、説明がございましたけれども次回の審議会について何か質問等

はございませんでしょうか 

どうしても全員が顔をそろえることは難しい状況で、最大数で取っ

ていただいたということで、ご了解をいただきたいと思います。 

これをもちまして、今回の文化振興審議会を閉会させていただきま

す。 

では、事務局にお返しいたします。 

 

本日は、委嘱式を兼ねての審議会となりましたが、今後とも津市の

文化振興につきまして、皆様よろしくお願いいたします。ありがとう

ございました。 

それでは、閉会に当たりまして、南文化振興担当理事より一言御挨

拶させていただきたいと思います。 

 

本日は、委嘱式と審議会と合わせて開催させていただきました。 

新しい総合計画が４月からスタートしています。 

それと、津市久居アルスプラザも２０２０年６月の供用開始を予定

しております。 

本日は、委員の皆さまには、大変貴重なご意見いただきました。 

どうもありがとうございます。 

今後とも津市の文化振興に係るご意見等を賜りたいと存じますので

よろしくお願いいたします。 

本日は、ありがとうございました。 

 

 

 

 


